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株式会社プロゴワスは、大正7年から印刷会

社として事業開始し現在創業100年越え、プリ

ント関連事業を主軸にし、データ活用事業を中

心に顧客の生産性を高めるBPOサービスを展開

しております。

「鹿児島市イクボス推進同盟」、「鹿児島市健

康づくりパートナー」、「かごしま『働き方改

革』推進企業」などに参加・登録しており、社

員の働く環境にもこだわり、顧客へより良い

サービスの提供を目指しています。

従業員の健康こそが、事業所の生産性向上のカギです！

健康づくりパートナー登録事業所「株式会社 プロゴワス」様より、
健康づくりの取組みのご紹介です。

働く上で一番大切なのは「従業員の健康な心と体」
毎朝、始業のタイミングで全員でラジオ体操を行っています。

製造現場での作業が多いのでしっかりと行い、怪我の防止に努めます。

頭をスッキリさせる効果もあります。

その他の取組みには、

■ インフルエンザ予防接種を社内で実施し、費用は全額会社負担

■ 健康診断では特定健診以外の項目（オプション検査）の費用を半額会社負担

■ ストレスチェックの集団分析を活用

■ 産業医による職場巡視や、個別面談を実施

■ 血圧計を社内に2台設置

完全週休二日制の導入
社員の心身の健康をより良いものにするため

に、2023年4月より「製造業」ではまだ少な

い完全週休二日制の導入が決定しました。

しっかり休暇を取りリフレッシュすることで、

高い生産性を生む働き方ができるよう、

さらなるワークライフバランスの推進に向けて

全社で取り組んでいます。 完全週休二日制導入の説明会の様子

南栄3丁目にあります
株式会社プロゴワスのHPは→

https://progowas.jp/

健康な心と体を重視され、様々な取組みをされて
います。仕事と休養、運動などのバランスも考えら
れ素晴らしい取組みです！✨✨✨✨✨
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鹿児島労働局労働災害防止対策 

【労働災害ピークアウト運動】 

～労働災害を減少に転じさせるために～ 
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死傷災害発生状況（年齢別・年別）【鹿児島県内】
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転倒災害発生状況の推移【鹿児島県内】

R3 年の転倒災害 
による休業期間 

1 か月 
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① 経営トップによる安全衛生への所信表明を通じた関係者の意思の統一 

及び安全意識の高揚 

② 安全パトロールによる職場の総点検の実施 

③ 安全衛生委員会の設置及び労働者の参画を通じた活動の活性化 

④ 職場巡視、4S 活動、ヒヤリ・ハット等の日常的な安全衛生活動の促進 

⑤ リスクアセスメントによる機械設備等の安全化、作業方法の改善 

⑥ 災害事例、安全作業マニュアルを活用した教育内容の充実 

 
① 「高年齢労働者の安全と健康確

保のためのガイドライン」（エイジフ

レンドリーガイドライン）に基づく措

置の実施 

 
① 重量物取扱い作業等の腰部に

著しく負担のかかる作業の全部

又は一部の自動化、省力化 

② 作業動作、作業姿勢、作業手

順、作業時間等にかかる作業標

準の策定 

③ 作業の実施体制の配慮、腰痛

健康診断の受診 

～安全衛生活動の推進～ 

【第三次産業】 

【陸上貨物運送事業】 

【林業】 

【建設業】 

【製造業】 

【高年齢労働者対策】 

【腰痛予防対策】 

 
① 作業通路における段差や凹凸、

突起物、継ぎ目等の解消 

② 照度の確保、手すりや滑り止め

の設置 

③ 危険箇所の表示等の危険の

「見える化」 

【転倒災害防止対策】 

労働災害ピークアウト運動 

～ 重 点 的 取 組 内 容 ～ 

 
① チェーンソーを用いた伐木 

及び造材作業における保護具、保

護衣等の着用並びに適切な作業

方法の実施 

② 木材伐出機械等を使用する 

作業における安全の確保  

等 

 
① 機械の危険部分への覆い 

の設置等によるはさまれ・巻き

込まれ等防止対策の徹底 

② 機能安全を活用した機械設備

安全対策の推進 

③ 作業停止権限等の十分な権

限を安全担当者に付与する等

の安全管理の実施 

④ 高経年施設・設備の計画的な

更新、優先順位を付けた点検・

補修等の実施 

⑤ 非定常作業時等における 

機械運転停止の徹底  

等 

 
① 足場等からの墜落・転落防止対

策の実施、手すり先行工法の積極

的な採用、改正された法令に基づく

フルハーネス型墜落制止用器具の

積極的な導入と適切な使用 

② 職長、安全衛生責任者等に対す

る安全衛生教育の実施 

③ 元方事業者による統括安全衛生

管理、関係請負人に対する指導の

徹底 

④ 建設工事の請負契約における 

適切な安全経費の確保  

等 

 
① 荷台等からの墜落・転落防止 

対策、保護帽の着用の実施 

② 積み下ろしに配慮した積み付け等

による荷崩れ防止対策の実施 

③ 歩行者立入禁止エリアの設定等に

よるフォークリフト使用時の労働災害

防止対策の実施 

④ トラックの逸走防止措置の実施 

          等 

最 重 点 取 組 事 項 

 
① 全社的な労働災害の発生 

状況の把握、分析 

② 職場点検、4S活動、KY活動、危

険の「見える化」、ヒヤリ・ハット活動

等の安全活動の活性化 

③ 安全衛生担当者の配置、安全衛

生教育の実施、安全意識の啓発 

          等 

74 138 97
177 170 224

135 1881
59 177

99 65
82

106

329

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

死傷災害
新型コロナ感染による

県内における令和 4 年死傷災害発生件数（月別） 
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健康保険者・・・・協会けんぽ 鹿児島支部より
「健診費用、健診後の対応について」

4

「協会けんぽ加入者本人」の健診費用が安くなります！！


